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1-4 検索結果一覧 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 利用上のポイント □ 

 

１．検索条件に該当する件数が１件から５００件の場合、自動的に当画面が表示されます。 

 

２．画面右上のリストボックスより、１画面上に表示する一覧の件数と並び順を設定でき 

ます。また、［先頭へ］［前へ］［次へ］ボタンでページの移動ができます。 

 

３．重要な判例には「判例集ＰＤＦ」「評釈」「引用」マークを表示し、書誌情報画面の 

なかで「判例集ＰＤＦ」「評釈等所在情報」「被引用判例」をそれぞれ掲載しています。 

 

 

４．画面上部の緑色のバー（［ログアウト］ボタンの横）で画面遷移を表示しています。 

再度検索し直したい場合は、［検索項目の入力］をクリックすると画面が移動します。 

 

５．複数の文献を確認する場合には、文献の選択欄のチェックボックスにチェックマー 

クをつけて、画面上部に表示されている［１文献ずつ表示］または［まとめて表示］ 

ボタンをクリックします。 

※「１文献ずつ表示」 書誌情報画面に１文献ずつ表示します。［前文献］［次文献］ボタンで文献を移動します。 

    ※「まとめて表示」 書誌情報画面に選択した文献を１画面表示します。マウスのスクロールで移動します。 

 

６．［書誌］、［全文］のアイコンをクリックすると、該当の書誌・全文を直接表示します。 

※該当の書誌、全文の画面を表示すると、アイコンが変化します。 

※［全文］アイコンの上にマウスをあわせると、該当文献の全文容量とＡ４印刷時の枚数が表示されます。 
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1-5 検索条件確認 
 

 

 

□ 利用上のポイント □ 

 

１．検索結果一覧画面の右上（「ログアウト」ボタンの下）にある［検索条件確認］ 

  をクリックすると当画面が表示されます。 

 

２．当画面では、入力したキーワードごとの対象文献数を確認することができます。 

 

３．フリーキーワードで同義語を設定した場合は、その確認もできます。 

 

４．書誌情報画面、全文情報画面でも同様に検索条件を確認することができます。 

 

５．［閉じる］ボタンをクリックすると検索結果一覧画面に戻ります。 
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1-6 書誌の確認 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 利用上のポイント □ 

 

１．検索結果一覧画面で［１文献ずつ表示］［まとめて表示］または［書誌］アイコンを         

クリックすると、書誌情報画面に移動し、選択した文献を表示します。 

 

※上の画面は、［１文献ずつ表示］ボタンを押した場合のものです。 

  
 

 

２．【審級関係】において、画面に表示されているリンクをクリックすると関連する文献 

（事件の上下審等）を確認することができます。 

 

３．【引用判例】、【被引用判例】において、それぞれ、当該文献が引用している判例と、 

当該文献が引用されている判例を確認することができます。 

 

４．画面左上にある［全文へ］ボタンをクリックすると判例全文を表示します。 

 

５．検索結果一覧画面に戻る場合は、画面上部の［検索結果一覧］をクリックします。 

 

 

 

画面上部に、当該文献が選択文献のうちの

何番目にあたるかが表示されています。 
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1-7 全文の確認 
 

 

 

□ 利用上のポイント □ 

 

１．検索結果一覧画面の［全文］アイコンまたは書誌情報画面の［全文へ］ボタンを 

クリックすると、全文情報画面に移動し、判例全文を表示します。 

 

２．全文の確認は、垂直スクロールバーで行います。画面左上の［文頭］、［文末］、 

［主文］、［事実］、［理由］の各ボタンをクリックすると、指定の箇所を表示します。 

 

３．全文中の引用判例のリンクをクリックすると、該当文献を確認することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

４．書誌情報画面に戻る場合は、画面上部の「書誌表示」をクリックします。 

 

 

 



 14

1-8 図表の確認 
 

 

 

□ 利用上のポイント □ 

 

１．全文情報画面で、図表が収録されている文献は、画面上段に［図表へ］ボタンが 

表示されます。 
 

  ※［図表へ］ボタンをクリックすると、上記のような画面が別ウィンドウで表示されます。 

 

２．ページが複数にわたる場合は、［先頭の図表］［前の図表］［次の図表］ボタンで 

それぞれ移動することができます。 

 

３．［閉じる］ボタンをクリックすると全文情報画面に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


